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ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
タ
ー
イ
語
表
記

樫
永
真
佐
夫

中
国
､
ラ
オ
ス
と
国
境
を
接
す
る
ベ
ト
ナ
ム
西
北
地
方
に
は
､
タ
ー
イ

(
寒
ミ
)
と
い
う
公
式
名
を
も
つ
民
族
が

一
二
〇
万
人
以
上
居

住
し

て
い
る
｡
タ
イ
語
系
言
語
集
団
で
あ
る
タ
ー
イ
は
､
言
語
､
習
慣
の
点
か
ら
主
に
白
タ
イ
と
黒
タ
イ
と
自
称
す
る
地
方
集
団
に
分
け

ら
れ
る
｡
ど
ち
ら
も
盆
地
で
の
灌
漉
水
稲
耕
作
を
主
生
業
と
し
､
フ
ラ
ソ
ス
植
民
地
期
ま
で
､
首
領
を
頂
点
と
す
る
階
層
社
会
を
築
き
あ

げ
､
周
辺
異
民
族
に
も
そ
の
政
治
的
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
｡
仏
教
を
受
容
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
東
南

ア
ジ
ア
の
他
地
域

で
は
上
座
仏
教
典
を
記
す
た
め
に
用
い
ら
れ

て
い
る
古
ク
メ
ー

ル
系
の
文
字
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
で
､
特
異
な
タ
イ
語
系
言

語
集
団
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
の
あ

い
だ
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
｡

筆
者
は

一
九
九
七
年
に
タ
ー
イ

(黒
タ
イ
)
の
村
落

で
調
査

を
始
め
て
ま
も
な
く
､
彼
ら
の
固
有
文
字
を
覚
え
る
の
が
言
語

を
習
得
す
る
の
に
便
利
だ
と
思
い
､
村

の
古
老
か
ら
文
字
を
習

い
は
じ
め
た
｡
そ
の

一
方
で
､
｢
タ
ー
イ
文
字

の
読
み
書
き
が

日
常
生
活
に
役
立

つ
か
ら
学
習
し
た
｣
と
言
う
村
人
を
筆
者
は

知
ら
な
い
｡
こ
の
文
字
は
､
歌
を
覚
え
る
た
め
､
儀
礼
を
執
行

地図1
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す

る
た

め
な

ど

､

特

化

さ

れ

た

目
的

の
た

め

に
学

習

さ

れ

て
き

た
｡

つ
ま

り
､

あ

る
言

語

を
記

述

す

る
文

字
が

あ

っ
て
も

､
人

々
が

日
常

生

活

で
そ

の
文

字

を

積
極

的

に
用

い

る
と

は
限

ら
な

い

の
で
あ

る
｡

こ

の
こ

と

を
､

タ

ー
イ
社

会

に
お
け

る
文

字

使

用

の
状

況

は

明
確

に

示

し

て

い
る
｡

実

際

､

タ

ー

イ

の
人

々

の
あ

い
だ

で

は
､
過

去

五

〇
年

の
間

に
､

行

政

も
関

与

し
た

固
有

文
字

の
普

及

が

く

り
返

し
試

み

ら

れ

て
き

た
｡

に
も

か

か

わ

ら
ず

､

タ

ー
イ
文

字

が

読

め

る
人

は
五

パ

ー

セ
ソ

ト

に
も
満

た
ず

､

し

か
も

そ

の
ほ
と

ん
ど
が

六
〇

歳

以

上

の
人

で
あ

り

､

継

承
者

不
足

を
憂

え

る
現

地
知

識

人

た

ち

の
声

が

や

む

こ

と

は
な

い
｡

本
稿

で

は
､

二
〇

世
紀

以

降

の

タ
ー

イ
社

会

の
文

字
文

化

に
焦

点

を

当

て
､

固

有

文

字

の
普

及

の
条

件

を
考

察

し

て
み

た

い
｡

本

稿

は
､

ベ

ト

ナ

ム
に

お

け

る

タ

ー
イ

研

究

の
第

一
人
者

で
あ

る
民

族

学

者

カ

ム

･
チ

ョ

ン

(
一
九

三
四
-

二
〇

〇
七
年
)

の
生

涯

を

軸

と

し

て

い

る
｡

カ

ム

･
チ

ョ
ン

は
､
卓

越

し

た

タ

ー
イ
古

文
書

読

解

力

を

い

か

ん
な

く
発

揮

し

て

一
九

六
〇

年

代

か

ら

ベ

ト

ナ

ム
語

で

民
族

誌

を

記

述

し

て
き

た
｡

の

み
な

ら

ず

､

民

族
自

治

区

期

(
一
九
五

五
～
七

五
年
)
､

一
元

的

社

会

主

義

国
家

建

設

の
時

代

(
一
九
七

六

～
八
六
年
)
､

市

場
経

済

化

の
時

代

(
一
九

八
七
ー
現

在
)
と

い
う

国

家

の
政

策

路

線

の
激

変

に
応

じ

て
民

族
政

策

が

大

き

く

揺

さ

ぶ

ら

れ

る
な

か

で
､

一
貫

し

て

タ

ー
イ

の
言

語

･
文
字

教

育

の
中

枢

に
か

か
わ

っ
て
き

た
｡

そ

こ

で
､
彼

の
文

字

文

化

と

の
関

わ
り

方

に
注

目
し

な
が

ら

､

二
〇

世

紀

の

タ

ー
イ

の
文

字

文
化

の
概

略

を

描

く

こ

と

に

し
た

の
で
あ

る
｡

1

フ
ラ

ン

ス
植

民

地
期

(
一
九
世
紀
末
～

一
九
三
四
年
)

カ

ム

･
チ

ョ
ン
は
､

一
九

三

四
年

に

ム
オ

ソ

･
ム

ア

ッ

(
現

ソ
ン
ラ

ー
省

マ
イ

ソ

ソ
県
)

を
統

治

す

る

タ
ー

イ
首

領

カ

ム

･
ズ

ソ

(
一
九
〇
五
-
七

八
年
)

の
弟

カ

ム

･

ビ

ン

(
一
九

〇
七
ー

八

八
年
)

の
長

男

と

し

て

生

ま

れ

た
｡

仏

領

期

に

ム

オ

ン

･
ム

ア

ッ
首
領

と

し

て
知

州

と

い
う

最

高

位

の
地

方

行
政

官

に
任

じ
ら

れ

て

い
た
祖

父

カ

ム

･
オ

ア
イ

(
一
八
七

一
ー

一
九

三

一二
年
)
が

逝

去

し

た
翌

年

で
あ

る

(
図

1
､

写
真

カム･ビ ン

(1907-1988)

カム･チ ョン

(1934-2007)

図1カ ム家略系 図

カム･チ ョム

(?-189?)

カム･オ ア イ

(1871-1933)

カム･ズ ン

(1905-1978)
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1
)
｡

カ

ム

･
オ

ア
イ

は

フ

ラ

ン

ス
語

も
解

し

た
が

､

と

り

わ
け

タ

ー

イ
文

字

に

よ

る
詩

文

の
創

作

に
秀

で

た

こ

と

で
知

ら

れ

､

二
〇

世

紀

初

頭

に
著

し

た

『
ク

ア

ム

･
ソ

ン

･

コ
ソ

(
訓

話
)
』

の
写

本

は
各

地

に
流

布

し

た
｡

ま

ず

､

カ
ム

･
チ

ョ
ン
生

誕

以
前

の
タ

ー

イ
社

会

に
お
け

る
文
字

文

化

の
状

況

を
述

べ

て

お

こ
う
｡

フ
ラ

ン

ス
植

民

地
支

配

が

始

ま

る

一
九

世

紀

末

ま

で
､

ベ

ト

ナ

ム
西
北

地

方

の
支

配

集

団

で
あ

っ
た

タ

ー
イ

は

お
も

に
漢

字

と

タ

ー
イ

文

字

を

用

い
て

い
た
｡

ベ

ト

ナ

ム
院
朝

の
明

命

帝

期

に

は
､

い
わ

ゆ

る

｢
改

土

帰

流

｣

政
策

が

実

施

さ

れ

(
一
八

三
三
～
三
九
年
)
､

王

朝

の
政

治
的

マ
ジ

ョ
リ

テ

ィ
で
あ

る

キ

ン
族

の
居

住

圏
外

の
辺

境

へ
中

央

か
ら

流
官

を
派

遣

す

る
と

と
も

に
､

異
民

族

子
弟

に
よ

る
漢

字

学

習

を
奨

励

し
､

彼

ら

に

｢
漢

風

｣

の
習

得

と

科

挙
受

験

の
道

を
保

証

し

た
｡

一
方

､

タ

ー

イ

の
各
首

領

に
と

っ
て
も

､

ベ

ト

ナ

ム
､

雲

南

､

写真1カ ム家 の肖像｡左 上 が カ ム･オ ア イ､中 央 が カ ム･

ズ ソ(2004年3月5日､ゾ ン ラー市 内 カ ム･ズ ソの

息子 カム･ケ オ宅 にて)｡

写真2ム ア ソ･ム ア ツの廟 趾 の石柱｡こ の

石柱 の場 合､右 に ターイ文字｢'ゴ 餌

noel駈 ゆ｣､左 に漢字｢天 官賜福｣

の刻 文 が見 え る(2007年9月11日､

マイ ソンにて)｡
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写真3タ ーイ(黒 タイ)文 字 によ る年代記 の手書 き写本。 ジ

ンチ ョウゲ科 の植物 が作 った 紙 に よる21×31cmの 線

装本。ア ラビア数字 に よる 「1926」 とい うコ ロフォン

は、写本 した年 を示す ので あろ う(1997年9月5日 、

デ ィエ ソビエ ソ省 トゥアソザオ県 の ターイ村落 に て)。

ラ

オ

ス

へ
の
多

重

帰

属

関

係

を
維

持

す

る

た

め
に
、

漢

文

文
書

を
作

成

し

解

読

す

る
能

力

が

高

い
役

職
者

が

外

交

上

不

可
欠

で
、

そ

の
た

め

に
漢

族

を

雇

う

こ
と

も
あ

っ
た
。

カ

ム

・
チ

ョ
ン
の
出
身

地

ム

オ

ン

・
ム

ア

ッ
で

は
、

彼

の
曾

祖

父

で
も

あ

る
首

領

カ

ム

・
チ

ョ
ム
自

身

も

、
紅

河

デ

ル
タ

フ
ン
ホ
ア

に
あ
る
興
化

(現
フ
ー
ト
ー
省
)
で
漢
字
漢
文
を
八
年

学
ん
で
い
る
。
た

と
え
ば
ム
オ
ン
・
ム
ア
ッ
の
廟
肚
に
立

つ
石
柱

の
一
つ
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア

数
字
に
よ
る
西
暦
年
号
を
示
す

「H
8
ω」
の
下
に
、
右

に
ベ
ト
ナ
ム
院
朝

年
号
と
西
暦
年
が
漢
字
で
、
中
央
に
西
暦
年
号
が
タ
ー
イ
文
字

(黒
タ
イ

文
字
)
で
、
左
に
清
朝
年
号
が
漢
字

で
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

多
種
の
文
字
が
混
濡
し
た
刻
文
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
タ
ー
イ
首
領
が
多

重
に
帰
属
し
、
か
つ
政
治
的
に
諸
文
字
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
を
立
証

し
て
い
る

(写
真
2
)。

現
在
で
は
西
北
地
方
で
漢
族
あ
ま
り
見
か
け
な
い
が
、
中
越
紛
争
が
起

こ
っ
た

一
九
七
九
年
ま
で
、
漢
族
が
商
業
の
た
め
に
西
北
地
方
を
頻
繁
に

行

き

来

し
、

デ

ィ

エ
ン
ビ

エ
ン
、

ラ
イ

チ

ャ
ウ
、

ソ

ン

ラ
ー
、

ト

ゥ

ア

ン
チ

ャ
ウ
、

ギ

ア

ロ
な
ど

の
盆

地

中
央

の
市

場
付

近

に
も

多

数
居

住

し

て

い
た
。

さ
ら

に

モ
ン

(
苗
)
、

ザ

オ

(瑠
)

の
他

、

カ
ダ

イ

語
系

や

モ

ン

・
ク

メ
ー

ル
語

系

や

チ

ベ

ッ

ト

・
ビ

ル

マ
語

系

の
諸

言

語

を
話

す

人

々
が

集

ま

る
市
場

で

は
、
中

国
語

も

使

用

さ

れ

て

い

た

の

で
あ

る
。

し

か
し
、

タ

ー
イ

の
中

で
漢

文

の
読

み
書

き

に
精

通

し

て

い

た
者

は
、
仏

領

期

以
前

で

さ
え

行
政

役

職

者

と

商
売

人

の
中

で
も

ご

く

一
部

に
限

ら

れ

て

い
た

(樫
永

二
〇
〇
七

u
一
六
-

一
七
)
。

タ

ー

イ
文
字

は
漢

字

に
比

べ

る
と

、

タ
ー

イ

の
人

々

の
あ

い
だ

で
も

っ
と
広

く

読

み
書

き

さ

れ

て

い
た
。

タ

ー
イ

は
、

歌

謡

、

呪

術
書

、

年

代

記

、

慣

習
法

な

ど

に
分
類

で
き

る
さ

ま
ざ

ま

な

内
容

の
文

書

類

を

数
多

く

継

承

し

て
き

た
。

現

在

、

ソ
ン

ラ

ー
省

人

民

委

員
会

所

管

の
文

書

館

に
保

管

さ
れ

て

い
る
手

書

き

写
本

の
数

だ

け

で

一
五
〇

〇

に
近

く
、

現

在

で
も
多

く

の
村

で

一
冊

く

ら

い
は

タ

…
イ

文
字

に

よ
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る
植

民

地

期

以
前

の
手

書

き
写

本

が

見

つ
か

る
。

し

か

し
、

タ
ー

イ
文

字

に

よ

る
文

書

を

読

み
書

き

す

る
人

は
、

行

政

と
宗

教

を

司

る
役

職

者

と

、

民

間

の
宗

教

的
職

能

者

の

一
部

に
限

ら

れ

て

い

た

(
写
真

3
)
。

タ

ー
イ

文
字

の
存

在

は
、

イ

ン
ド

シ
ナ
北
部

を

フ
ラ

ン

ス
の
探
検

隊
が

訪

れ

た

一
八

七
〇

年
代

以

来

、
広

く

知

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ
た
。

一
八
九

五
年

に
は

、
デ

ィ
ゲ
が

ハ
ノ
イ

で

タ
ー

イ

(
黒

タ
イ
)
語

辞

書

を

出

版

し
、

タ

ー
イ

文
字

を

紹

介

す

る
と

と

も

に
、

黒

タ

イ
語

の

ロ
ー

マ
字

表

記

を

も
試

み

て

い
る

θ

一αq
器

二

。。
霧
)
。

そ

の
後

一
九

一
〇

年

代

か
ら

一
九

三

〇
年

頃

に

か
け

て
、

植

民

地

支

配

下

の
西
北

地
方

で
、

ハ
ノ
イ

か

ら
デ

ィ

エ
ソ
ビ

エ
ン

へ
の
国
道

の
敷

設

を

は
じ

め

と

す

る

イ

ン

フ

ラ

ス
ト

ラ
ク

チ

ャ

ー

の
整

備

が

進

み

、

行

政
制

度

や

司
法

制

度

も

確

立

し

た
。

こ

の
時

期

に
初

等
教

育

も
普

及

し

た
が

、

公

教
育

で
用

い
ら

れ

た
文
字

は
、

フ

ラ

ン

ス
語

と

ク

オ

ッ
ク
グ

ー

(
ロ
ー

マ
字
表

記

ベ
ト
ナ

ム
語
)

で
あ

り
、

タ
ー

イ
文
字

で

は
な

か

っ
た
。

一
方

で
、

各

地

の
タ

ー
イ
語

を

ク
オ

ッ
ク
グ

ー

に
倣

っ
て

ロ
ー

マ
字

表
記

し
、

正

書

法

を
確

立
す

る
試

み
も

進

ん

で

は

い
た
が

、

こ
れ

が

公

教
育

で
用

い
ら

れ

る

の
は
第

一
次

イ

ン
ド

シ

ナ
戦

争

期

(
一

九

四
六
～
五
四
年

)
ま

で
待

た

な
く

て
な

ら

な

い
。

西
北

地

方

に

は

タ

ー

イ
語

を
解

さ

な

い
人

々
も

人

口

の

二
割

以
上

い
た

し

、

あ

く

ま

で
現

地
語

ロ
ー

マ
字

表

記

は

フ
ラ

ン

ス
語

教

育

の
た

め

の
補
助

的

手

段

に
す

ぎ

な

か

っ
た
。

二
〇

世
紀

初

頭

生

ま

れ

の
カ

ム

・
ズ

ン
、

カ

ム

・
ビ

ン

の

二
兄
弟

(
カ

ム

・
チ
ョ
ン

の
伯
父

と
父
)

は
、

幼

少

か

ら

タ

ー

イ
文

字

の
読

み

書

き

を

身

に

つ
け
、

ハ
ノ
イ

の
小

学

校

に
通

っ
て

フ
ラ

ン

ス
語

と

ベ

ト

ナ

ム
語

(
ク
オ

ッ
ク
グ

ー
と
漢
字
)

を

学

習

し

た
。

も

ち

ろ

ん

こ

う

し
た

経

歴

は
、

在

地

首

領

の
子
弟

と

し

て
将

来

の
政

治

的

活
動

が

期

待

さ

れ

た

生
活

環

境

ゆ

え

で
あ

り
、

一
九

四

〇
年

以
前

に

西
北

地

方

で
、

い
ず

れ

か

の
文

字

の
読

み
書

き

が

で
き

た
者

は

一
割

未

満

で
あ

っ
た
と

い
わ

れ

て

い

る
。

2

フ
ラ

ン
ス
植
民

地
期

(
一
九
三
四
～
五
三

年
)

カ

ム

・
オ

ア
イ

の
政

治

家

と

し

て

の
側

面

を
受

け

継

い
だ

の
が

カ

ム

・
ズ

ン
で
あ

る
と

す
れ
ば

、

文

化

人

と

し

て

の
側

面

を

受

け

継

い

だ

の
が

カ

ム

・
ビ

ン
で
あ

っ
た
。

カ

ム

・
チ

ョ
ン
は
、

幼

い
頃

よ

り
父

カ

ム

・
ビ

ン
か
ら

、
時

に
は
短

い
竹

の
棒

で

叩

か
れ

な

が

ら

、

歌

や
年

代

記

な

ど

を

記

し

た

タ

ー
イ

文

書

の
素

読

を
習

っ
た
。

ま

た
、

ジ

ン

チ

ョ
ウ

ゲ
科

の
自

生

植
物

の
樹

皮

を

叩

い
て
紙

を
作

り
、

猫

の

べ トナムにおけるターイ語表記
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毛

と
竹

か
ら

筆

も
作

っ
た
。

こ
れ

ら

は
首

領

の
地

位

の
継

承

権

を
も

つ
者

と

し

て

必
要

な

教
養

で
あ

る
と
、

カ

ム

・
ピ

ソ
は
考

え

た

か
ら

で
あ

る
。

一
九

四

一
年

に

マ
イ

ソ

ン
か

ら

七

〇

キ

ロ
離

れ

た

ム
オ

ン

・
ム
オ

イ

(
ト

ゥ
ア

ン
チ
ャ
ウ
)

に

フ

ラ

ン

ス
が

小

学

校

を

開

設

す

る
と

、

カ

ム

・
チ

ョ
ン
は
親

元
を

離

れ

て
そ

こ

に
通

い
、

フ
ラ

ン
ス
語

と

ベ

ト

ナ

ム
語

(
ク
オ

ッ
ク
グ

ー
使
用
)
を

習

っ
た
。

第

二
次

大

戦

が
終

結

し

た

一
九

四

五
年

八
月

に
、

イ

ン
ド

シ
ナ
を

フ

ラ

ソ

ス
と
共

同
統

治

し

て

い
た

日
本
が

敗

戦

す

る

と
、

各

地

の
独

立

運
動

を
指

揮

し

た

ホ

ー

チ

ミ

ン
が

、

ベ

ト

ナ

ム
民

主

共
和

国
樹

立

を

ハ
ノ
イ

で
宣

言

し

た
。

し

か
し
西

北

地
方

は
、

イ

ソ
ド

シ
ナ

の
宗

主

権

を
主

張

す

る

フ
ラ

ン

ス
の
侵

攻

を

す
ぐ

に
受

け

た
。

こ
れ

に
対

し

て

カ

ム

・
チ
ョ
ン

の
伯

父
や

父

な
ど

マ
イ

ソ

ン

の
首

領

一
族

は
、

ベ

ト

ミ

ン

(
ベ
ト
ナ

ム
独
立

同
盟
会
)

に
従

っ
て

フ
ラ

ン

ス
に
対

抗

し

た
。
戦

闘
が

激

化

し

た

一
九

四

六
年

に

カ

ム

・
チ
ョ
ン

は
故

郷

を

逃

れ

、
芸

術

小

児

団

に
入

団

し

て
東
北

地

方

で

ベ
ト

ナ

ム
語

と
音

楽

や
踊

り
を

学

び

、

時

に
は
抗

仏

運
動

を

各
地

で
展

開

し

て

い

る

ベ
ト

ミ

ソ
軍

を
慰

安

訪

問

し

た
。

入

団

当
初

、

δ

(/d/

)

と

ー

(
〃

)

の
よ

う

な

子

音

の
発

音

を

区
別

で
き

ず

、

キ

ン
族

(
ベ
ト

ナ

ム
の
多
数

派
民
族
)

の
同

級

生

に

喧

わ

れ

た
昔

の
思

い
出

を

、

カ

ム

・
チ
ョ
ン

は
筆

者

に
語

っ
た

こ
と

が
あ

る
。

ム

オ

ン

・
ム
ナ

イ

で
小
学

校

に
通

っ
て

い
た
当

時

か
ら

ベ

ト

ナ

ム
語

は
習

っ
て

い
た
が

、

日

常

生
活

で

ベ

ト

ナ

ム
語

を
使

う

機

会

は

ム
オ

ン

・
ム

オ
イ

や

ム

オ

ン

・
ム
ア

ッ
で

は
少

な

か

っ
た

の

で
あ

る
。芸

術
小

児

団

で

四
年

間

学

ん
だ

あ

と
、

一
九

五
〇

年

、

現
在

の
高
校

に
相

当

す

る
教
員

養

成

学

校

に
入
学

し

た
。

中

国
広

西

省

の
南
寧

に
学

校

ご

と
疎

開

し

た
時

期

以

外

は

、

一
九

五
三
年

に
卒
業

す

る
ま

で

ハ
ノ
イ

で
学

ん
だ
。

ベ

ト

ナ

ム
民

主

共
和

国

で
は

公
用

語

は

ベ
ト

ナ

ム
語
、

そ

の
正
書

法

と

し

て

ク
オ

ッ
ク
グ

ー
が

採

用

さ

れ

た

た

め
、

カ

ム

・
チ
ョ
ン

は

公
教

育

を
通

し

て

ク
オ

ッ
ク
グ

ー
を

身

に

つ
け

た
。

そ

れ

は
、

「
植

民

地

主
義

と

の
戦

い
は
無

知

と

の
戦

い
」

と

し

て
、

識

字

率

の
上

昇

を
重

大

な
国

家

事

業

に
位
置

づ

け

た

ベ

ト

ナ

ム

で
、
急

速

に

ク
オ

ッ
ク
グ

ー
が

普

及
す

る
時

期

に
符

合

し

て

い
た
。

し

か

し

フ
ラ

ン

ス
支

配

か
ら
解

放

さ
れ

た
ギ

ア

ロ

(
ム
オ
ン

・
ロ
)

に
、

ベ

ト

ナ

ム
民

主

共

和

国

に

よ

る
西

北

地
方

最

初

の
小

学

校

が

設

立

さ
れ

た

一
九

五

三
年

、

教
員

と

し

て
赴

任

し

た

カ

ム

・
チ
ョ
ン

が

教

え

た

の

は
、

ベ

ト

ナ

ム
語

で

は
な

く

タ

ー
イ
語

と

タ

ー
イ

文
字
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で
あ

っ
た
。

当

時

ま

だ

フ
ラ

ン

ス
の
勢

力
下

に
あ

っ
た

ラ
イ

チ

ャ
ウ
を

中

心

に

フ
ラ

ン

ス
は

タ
ー

イ

の
自

治

国

を
発

足

さ

せ
、

公
教

育

に

ロ
ー

マ
字

表
記

白

タ
イ
語

を
導

入

し

て

い
た
。

一
方

で
ベ

ト

ナ

ム
民

主

共

和

国
側

も

、

そ

れ

ぞ

れ

の
民

族
語

で
教
育

が

受

け

ら

れ

る

こ

と

を
、

国

内

諸
民

族

の
平
等

を
実

現

す

る

た

め

の
方

法

と

し

て
位
置

づ

け

、

さ

ら

に

は
戦

勝
後

の
民

族

自

治
区

制
定

も
約

束

し

て

い
た
。

当

然

ギ

ア

ロ
に
お

け

る

タ

ー
イ
文

字

教

育

導

入

は
、

現

地

の
人

々
を
味

方

に

つ
け

て
戦

況

を

有

利

に
導

く

た
め

の
政

策
的

意

図

を

含

ん

で

い

た

は
ず

で
あ

る
。

し

か
も

フ

ラ

ン

ス
に

よ

る

ロ
ー

マ
字
表

記

タ

ー
イ
語

の
正

書

法

確

立

に
対

抗

し

て
、

一
九

五

二
年

に
は

ベ

ト

ナ

ム
側

は

タ

ー
イ
文

字

の
統

一
と
正

書

法
確

立

を
始

め

て

い
た
。

カ

ム

・
チ
ョ
ン

に

よ

る
と

、

こ

の
文

字

統

一
は
、

ホ
ー

チ

ミ

ン
が

、

後

に
初

代

西

北

自

治
区

主

席

に
就

任

し

た

サ

ー

・
ヴ

ァ

ン

・
ミ

ン
に
会
食

の
席

で
直

接

命

じ

た

の
だ

と

い
う

。

そ

し

て

一
九

五

三
年

に
は

カ

ム

・
チ

ョ

ン
、

民

族
学

者

カ

ム

・
ク

オ

ン
を
含

む

五
人

の
委
員

の
共

同
作

業

に
よ

り

「
統

一
タ

ー
イ
文

字

」

の
正
書

法

が

ほ
ぼ

で
き

あ
が

っ
た
。

3

民
族

自
治

区

期

(
一
九
五
四
～
七
五
年
)

一
九

五
四
年

に
デ

ィ

エ
ン
ピ

エ
ン

フ
ー

の
戦

闘

に
敗

北

し

て

フ

ラ

ン

ス
が

完

全
撤

退

す

る
と
、

カ

ム

・
チ
ョ
ン

は

ソ
ン

ラ

ー

で
西

北

区

教
育

局

幹

部

に
就

任

し

た
。

翌

一
九

五

五
年

の
デ

ィ

エ
ン

ピ

エ
ン

フ

i
戦

勝

一
周

年

に

タ

ー
イ

・
メ
オ
自

治

区

(後

に
西

北
自

治
区

と
改

称
)
が

発

足

す

る
と

、
自

治

区

内

の
公

的
機

関

に
お

け

る
民

族
語

と
民

族

文
字

の
使

用

が

公

認

さ

れ

た
た

め
、

彼

が

言

語

・
文

字

政

策

に

直

接

関
与

す

る
こ

と

に
な

る

。

具
体

的

に

は
、

タ
ー

イ
文
字

文

献

の
収

集

と
解

読

を

行

う

と

と
も

に
、

そ

の
正
書

法

の
確

立

と

学

校

教

科

書

の
編
纂

を
担

当

し

た
。

と

く

に

ム

オ

ン

・
ム
オ

イ

(
ト

ゥ
ア
ン
チ

ャ
ウ
)

の
最

後

の
首

領

バ

ッ
ク

・
カ

ム

・
ク
イ

に
仕

え

る

司

祭

と

し

て
、

一
九

四

五
年

ま

で

「
く

に

の
祭

祀
」

を

取

り
仕

切

っ
て

い
た

ル
オ

ン

・
ヴ

ァ
ン

・
イ

エ
ウ
が

一
九

五

八
年

に
没

す

る

ま

で
、

カ

ム

・

チ

ョ
ン
は

イ

エ
ウ

の
薫

陶

を

受

け

、
年

代

記

を

中

心

と
す

る
か

な

り

の
古
文

書

を

読

ん
だ
。

こ

の
時

期

の
勉

強
が

彼

の

タ

ー
イ
文

書

の
素

養

の
礎

と

な

っ
て

い
る
。

と

に

か
く

こ

の
時

期

に
は
、

ク

オ

ッ
ク
グ

ー

に

よ

る
ベ

ト

ナ

ム
語

教

育

に
加

え

て
、

先

に
述

べ

た
統

一
タ

ー
イ

文
字

が

自

治

区
内

の
学

校

に

お
け

る

タ

ー
イ

語
教

育

に
導

入

さ

れ

、

ま

た

こ

の
文

字

を

用

い
て
教

科
書

も

編

纂

さ

れ

た
。

こ

の
文
字

作

成

に
は
、

以

下

の
よ

う

な

ペ トナ ムにおける ターイ語表記235



特

徴

が

あ

っ
た
。
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①

ソ
ン
ラ
ー
の
黒
タ
イ
文
字
を
モ
デ
ル
に
、
各
地
の
母
音
符
号
と
子
音
字
の
形
態
を
統

一
し
た
。

②

声
調
符
号
を
作
成
し
、
子
音
字
の
下
に
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
記
の
み
か
ら
声
調
が
特
定
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

③

子
音
字
の
字
体
上
の
区
別
を
明
確
に
し
、
複
数
の
子
音
の
発
音
を
も

つ
子
音
字
を
な
く
し
、

一
つ
の
子
音
字
が
表
現
す
る
子
音
は

一
つ
と
い
う
原
則
を
徹
底
さ
せ
た
。

④

分
か
ち
書
き
や
句
読
点
、
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
記
号
を
導
入
し
、
意
味
把
握
が
容
易
に
な
る
よ
う
に
紙
面
上
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
工
夫
し
た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
音

声

と

表

記

の

一
対

一
対

応
が

か
な

り

実

現

さ
れ

た
が

、

そ
れ

は

黒

タ

イ
語

に
関

し

て

の

み
で
あ

っ
た
。

黒

タ
イ

語

と
白

タ
イ
語

を

比
較

す

る
と

、
概

し

て
子

音

は
白

タ
イ
語

の
ほ

う
が

多

い
。

し

た
が

っ
て
白

タ

イ
語
表

記

に

は
不
都

合

が

あ

っ
た
。

し

か

も

、
字

体

も

黒

タ
イ
文

字

に
も

と
つ

い

て

い
た

た

め

に
、

白

タ
イ

の
人

々

の
拒

否

反

応
が

強

か

っ
た
。

そ

こ

で
、

一
九

五
八
年

か
ら

一
九

六

一
年

に
か
け

て
、
自

治

区

教
育

局

長

ロ

・
ヴ

ァ

ン

・
ム
オ
イ

を

長

と
す

る

カ

ム

・
チ

ョ
ン
ら

七

人

の
委

員

が

改
訂

を
実

施

す

る

こ
と

に

な

っ
た
。

カ

ム

・
チ

ョ
ン
が

ハ
ノ
イ
師

範

大

学

の
前

身

の
大

学

に

一
九

五
九
年

に
進

学

し
作

業

が

滞

っ
た

た

め
か

、
改

訂

に
時

間

が

か
か

っ
て

い
る
。

一
九

六
〇

年

に
は

ハ
ノ

イ

で
年

代
記

『
ク

ア

ム

・
ト

ー

・
ム
オ

ン
』

の
ベ

ト

ナ

ム
語

訳

を
刊

行

し

て

い
る

し
、

こ

の
時

期

に

民

族

学
者

ダ

ン

・
ギ

エ
ム

・
ヴ

ァ

ン
の
講

義

を
受

け

た

こ
と
が

後

に
民

族
学

者

と

し

て
名

を

な

す

縁

と

な

っ
た

の
で
、

彼
自

身

の
経

歴

に

と

っ
て
は
大

事

な
時

期

で
あ

っ
た
。

と

に
か
く

、
新

た

な
改

訂

で
作

ら
れ

た

の
が

「
改

訂

タ

ー
イ
文

字

」

で
あ

り
、

改

訂

の
要

点

は
次

の
と

お
り

で
あ

っ
た
。

⑤

白
タ
イ
文
字
か
ら
新
し
く
子
音
字
を
四

つ
加
え
た
。

⑥

中
国
雲
南
省
シ
プ
ソ
ン
バ
ン
ナ
ー
の
タ
イ
族
の
書
体
統

一
に
倣

っ
て
、
声
調
符
号
を
子
音
字

の
下
に
付
す
方
式
を
や
め
、
語
末
に



別
の
符
号
を
付
す
方
式
に
改
め
た
｡

⑦

従
来
､
子
音
字

の
下
や
上
に
付
し
て
い
た
母
音
符
号
を
子
音
字
と
同
じ
横
列
に
持

っ
て
き
た
｡
こ
れ
に
と
も
な

い
､
い
く

つ
か
の

母
音
符
号
の
形
を
変
え
た
｡

⑧

語
末

の
末
子
音
が
k
の
と
き
に
二
通
り
の
読
み
方
が
可
能

で
あ

っ
た
問
題
点
を
改
善
し
た

(樫
永

二
〇
〇
〇
)｡

改
訂
タ
ー
イ
文
字
は

一
九
六
二
年
か
ら
採
用
さ
れ
た
が
､
こ
の
文
字
改
訂
の
主
眼
は
､
音
声
と
表
記
の
一
対

一
対
応
だ
け
に
あ

っ
た
の

で
は
な
い
｡
母
音
符
号
や
声
調
符
号
を
付
す
位
置
を
変
え
､
す
べ
て
の
文
字
を
横

一
列
に
配
列
し
た
の
は
､
当
時
の
複
製
技
術

の
レ
ベ
ル

に
対
応
す
る
必
要
か
ら
で
あ

っ
た
｡

一
九
五
〇
年
代
と
異
な
り
､
ガ
リ
版
印
刷
か
ら
活
字
印
刷

へ
の
転
換
が
始
ま
り
つ
つ
あ

っ
た
｡
当
時
､

活
字
印
刷
す
る
に
は
､
す
べ
て
の
文
字
と
記
号
が
横

一
列
に
配
列
さ
れ
て
い
な
い
と
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
､

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

中
の

一
九
六
九
年
に
は
､
民
族
自
治
区
内
で
の
民
族
文
字

の
公
的
使
用
が
､
中
央
か
ら
の
指
示
で
事
実
上
廃
止
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
､

改
訂
タ
ー
イ
文
字
で
は
ほ
と
ん
ど
活
字
印
刷
さ
れ
る

こ
と
な
く
､
そ
う
し
た
印
刷
物
を
筆
者
も
当
時
の
教

科
書
以
外
に
目
に
し
た
こ
と
が
な
い

(写
真
4
)｡

タ
ー
イ
文
字
教
育
が
公
教
育
で
実
施
さ
れ
た
の
は

一
九
六
九
年
ま
で
の
わ
ず
か

一
五
年

で
あ

っ
た
し
､

当
時

の
就
学
率
は
就
学
年
齢
児
童

の
二
〇
%
く
ら
い

か
と
想
定
さ
れ
る
｡
し
か
も
､
改
訂

タ
ー
イ
文
字
を

学
ん
だ
と
こ
ろ
で
､
読
む
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
娯

楽

の
幅
も
広
が
ら
な
か
っ
た
か
ら
､

タ
ー
イ
文
字
教

育

の
導
入
自
体
が
こ
の
文
字
の
継
承
者
の
増
加
に
ど

の
程
度
貢
献
し
た
か
は
怪
し
い
｡
現
在
で
も
ほ
と
ん

写真4 改訂 ターイ文 字で活字 印刷 され た 自治 区

   時 代の1968年 教科 書(13×19cm)｡教 科

   書 冒頭 にはホーチ ミン主 席 に対す る賞賛

   が綴 られてい る｡(So giao duc Khi to

   chi Tay Bac(biers soars), Ep doc chink

   ta:Hong nung, Tay Bac Xuat ban,

   1968よ り)
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ど
の
村
に
数
人
程
度
読
み
書
き
で
き
る
人
が

い
る
が
、
そ
の
多
く
は
古

い
統

一
文
字
を
読
め
て
も
、
改
訂
タ
ー
イ
文
字
を
読
む
の
に
は
苦

労
す

る
。
し
か
も
、
だ
い
た
い
が
六
〇
歳
以
上
と
高
齢
だ
が
、
も
と
も
と
歌
を
覚
え
る
た
め
に
読
み
方
を
覚
え
た
の
で
あ

っ
て
、
自
治
区

時
代

に
学
校
で
習

っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
人
の
ほ
う
が
多
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
タ
ー
イ
文
字
は
歌
詞
を
思

い
出
す
の
に
補
助

的

に
役
立
っ
道
具
で
し
か
な
く
、
日
常
的

に
は
ク
オ
ッ
ク
グ
ー

・
ベ
ト
ナ
ム
語
を
読
み
、
必
要
な
こ
と
は
ク
オ
ヅ
ク
グ

ー
で
書
き

つ
け
て

い
る
。

一
九
六
五
年
以
降
タ
ー
イ
文
字
教
育
制
度
が
形
を
な
し
て
く
る
と
、
カ
ム
・
チ
ョ
ン
の
仕
事

の
重
点
は
、
次
第
に
文
化
調
査
に
移

っ
て

い
く
。
西
北
自
治
区
内
の
歴
史
研
究
班
と
民
族
研
究
班
に
所
属
し
、
父
カ
ム
・
ビ
ン
と
古
文
書

の
収
集
と
解
読
を
行
う
ほ
か
、
中
央
か
ら

の
民
族
学
者
た
ち
の
通
訳
や
案
内
役
も
務
め
た
。
ま
た
自
ら
も
ノ
ー
ト
と
ペ
ソ
だ
け
を
携
え
、
あ
る
時
は
虎
狼
が
潜
む
森
に
分
け
い
り
、

ミ
ズ

チ
が
棲
む
と
い
う
川
を
渡
り
、
多
少

の
誇
張
は
あ
る
に
せ
よ
、
西
北
地
方
中
の
村
を
訪
ね
た
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
の
調
査
で
あ

っ
た
。
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4

一
元
的
社
会
主
義
国
家
建
設

の
時
代

(
一
九
七
六
～
入
六
年
)

一
九

七

五
年

に

ベ

ト
ナ

ム
戦

争

が
終

結

し
、

翌
年

に

ベ

ト

ナ

ム
社

会

主

義

共

和

国

が

成

立
す

る
と

、

「
民

族

ご

と

に
社

会

主

義

の
実

現

を
追

求

す

る
段

階

は
終

わ

り
、

国

民
が

一
体

と

な

っ
て
社

会

主
義

国
家

を

建

設

す

る
新

し

い
段

階

に
は

い

っ
た
」

と

い
う
党

の
見
解

に
も

と
づ

き
、

自

治

区

は
廃

止

さ
れ

た
。

新

し

い
国
家

建

設

の
た

め

に
、

文

化

的

に
均
質

な

ベ

ト
ナ

ム
国

民

と

し

て
、

少
数

民

族

も

キ

ン
族

に

同

化

す

る

こ

と
が

よ
り

強

く
求

め
ら

れ

た
。

こ
う

し

た
な

か

で
、

全
国

レ
ベ

ル

で
独
自

の
文
化

的

慣
習

が

封

建

的

な

旧
習

と

し

て
批
判

さ

れ

、
儀

礼

が

簡

略

化

さ

れ

た
り

、

習
慣

が

廃

止

さ

れ

た
り

し

た
。

ま

た
、

タ

ー
イ

の
占

い
や
祈

薦
書

は
迷

信

異

端

の
書

と

し

て
、

ま

た
年

代

記

な
ど

は
封

建

主
義

的

な
文
書

と

し

て
批

判

さ

れ

た

た

め
、
批

判

を

お

そ

れ

る
人

は

タ

ー
イ
文
書

そ

の
も

の
を
廃

棄

し

た
。

カ

ム

・
チ

ョ

ン
は

一
九

七

六
年

一
月

一
日
付

で
、

ハ
ノ
イ

に
あ

る
民

族

学

院

に
助

手

と

し

て
招

か

れ

た
。

そ

の
後

、

旺
盛

な

執
筆

意

欲

を

発
揮

し

て

『
タ

ー
イ

歴
史

社

会
資

料

』

(
ダ

ン

・
ギ

エ
ム

・
ヴ

ァ
ン
主
編
、

一
九

七
七
年

)
、

『
西
北

ベ

ト

ナ

ム

の
タ

ー

イ
』

(
カ
ム

・
チ
ョ
ン



著
、

一
九
七
八
年
)
を
は
じ
め
と
す
る
民
族
誌
を
次
々
と
発
表
し
た
。
社
会
進
化
論
的
視
点
に
基
づ
く
封
建
社
会
研
究
と
し
て
タ
ー
イ
社

会

の
歴
史
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
独
自

の
調
査
と
知
識
に
も
と
つ
い
た
細
部
の
記
述
が
デ
ー
タ
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
も
ち
ろ
ん
タ
ー
イ
文
字
で
の
出
版
は
で
き
な
か

っ
た
。
現
地
語
は
す
べ
て
ベ
ト
ナ
ム
語
に
訳
さ
れ
、
現
地
語
を
引
用
す
る

場
合
で
も
、
す
べ
て
ロ
ー
マ
字
表
記
が
用
い
ら
れ
た
。
先
述
の
と
お
り
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
期
に
、
フ
ラ
ン
ス
側
が
白

タ
イ
語
の
ロ
ー
マ
字

正
書
法
を
作
り
あ
げ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
各
執
筆
者
に
よ
っ
て
表
記
は
バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ

に
対
し
て

一
九
八
〇
年
に
言
語
学
院
が

ロ
ー
マ
字
タ
ー
イ
語
表
記

の
統

一
を
実
施
し
、

一
九
八

一
年
に
は
西
北
地
方
各
省
の
人
民
委
員

会
も

ロ
ー
マ
字
タ
ー
イ
語
正
書
法
と
し
て
こ
れ
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
に
い
た
る
ま
で
そ
の
正
書
法
を
採
用
し
て
い
る
出

版
物
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
研
究
者
で
さ
え
そ
の
表
記
法
を
無
視
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

5

市
場
経
済
化

の
時
代

(
一
九
入
六
～
現
在
)

カ
ム

・
チ
ョ
ン
の
著
作
は

一
九
八
〇
年
前
後
か
ら
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
で
も
紹
介
さ
れ
、
お
も
に
東
南
ア
ジ
ア
の
前
近
代
的
国
家
論
に
関

心
を
も
つ
人
類
学
者
や
歴
史
学
者
の
あ
い
だ
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

一
九
八
六
年
に
国
際
的
な
孤
立
と
深
刻
な
経
済
問
題
を

抱

え
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
が
内
政
と
外
交
上
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
に
、
従
来

の
社
会
主
義
路
線
を
修
正
し
、

経
済
の
市
場
原
理
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
政
治
や
文
化
に
お
け
る
諸
制
限
の
撤
廃
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
ド
イ

モ
イ
政
策
の
展
開
を
背
景

と
し
て
、
カ
ム
・
チ
ョ
ン
と
西
側
諸
国
の
研
究
者
と
の
実
質
的
な
研
究
交
流
も
実
現
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
タ
ー
イ
研
究
は
新
局
面
を
迎
え
た
。
カ
ム
・
チ
ョ
ン
と
カ
ム

・
ク
オ
ン
ら
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
タ
イ
語
系
言
語
集
団
の
歴
史
と
文
化
と
社
会
に
関
す
る
国
際
的
な
研
究
交
流

の
隆
盛
に
刺
激
さ
れ
、

一
九
九
五
年

に
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
タ
イ
語
系
諸
民
族
を
研
究
す
る
学
際
的
な

「
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

三
、
四
年
に

一
度
の
研
究
大
会

の
開
催
と
論
文
集
の
刊
行
に
加
え
て
、
各
地
の
郷
土
誌
家
と
専
門
の
研
究
者
と
の
間
を
取
り
も
つ
役
割
を

果
た
し
た
。
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こ

の
プ

ロ
グ

ラ

ム
に
参

加

し

て

い

る
人

の
多

く
が

在

野

の
研
究

者

で
あ

る

こ
と

は
、

タ

ー
イ
文

字
保

存

の
点

か

ら

も
意

義

が

大

き

い
。

市

場

経
済

化

以
降

、

地

域

や

民
族

の
文
化

の
保

護

の
重

要

性

を
政

府

は
声

高

に
謳

う

よ
う

に
な

っ
た
。

そ
れ

に
呼

応

す

る

よ
う

に

一
九
九

〇

年

前
後

に
は
、

タ

ー
イ

文
字

で
歌
謡

、

年

代

記

、
系

譜

な

ど

を
書

き

記

し

て
残

そ
う

と
す

る
人
が

、

西

北

地

方

各

地

に
現

れ

は
じ

め

て

い
た
。

プ

ロ
グ

ラ

ム
を

と

お

し

て
彼

ら
が

互

い

に
連

繋

し
あ

い
、

タ

ー
イ

文

字

を
自

分

た
ち

の
文
化

と

し

て
強

く

認
識

し
あ

い
、

そ

れ
を

維

持

し

、
継

承

し

て

い
く

活
動

を

活
発

化

さ

せ
た

か
ら

で
あ

る
。

さ

ら

に

「
ベ

ト

ナ

ム

・
タ

イ
学

プ

ロ
グ

ラ

ム
」

の
働

き

か
け

で
、
政

府

、

地

方

自

治
体

、

ユ
ネ

ス

コ
の
支

援

を
取

り

つ
け

、

タ

ー
イ

文
字

教

育

は

一
部

地
域

で
導

入

さ
れ

は

じ

め

た
。

実

用
化

は

し

て

い
な

い
が

タ

ー

イ
文
字

の

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

フ

ォ
ン

ト
さ
え

す

で
に

ベ

ト

ナ

ム
で
作

ら

れ

て

い
る
。

興

味
深

い
こ

と

に
、

プ

ロ
グ

ラ

ム

に
参

加

し

て

い
る
在

野

の
研

究

者

に
は

、
自

治

区

時
代

に

タ
ー

イ
文

字

を

学
校

で
学

ん
だ

人

も
多

い
。

そ

の
点

で
、
自

治

区

時

代

の
タ

ー
イ

文
字

教

育

と
現

在

の

タ

ー
イ
文

字

保

存
運

動

は

つ
な
が

っ
て

い
る
。

し

か

し

カ

ム

・
チ

ョ
ン
ら
が

現

在

の
教
育

現

場

を

視

察

し

て

み

る
と

、
自

治

区
時

代

の
努

力

で
音

声

を

表

記

の

一
致

が
実

現

し

た
字

体

は
用

い
ら

れ
ず

、

地

方

ご

と

に
異

な

る
字
体

が

用

い
ら

れ

て

い
た
。

教
材

も

手

書

き

の
も

の

の

コ
ピ

ー
印

刷

で
あ

る
。

し

か
も

自

治
区

時

代

の
教

育

を
受

け

た
人

々
で

さ
え

、

改

訂

タ

ー
イ
文

字

の
使

用

を
好

ま

な

い
。

こ
れ

を
学

ん

で
も
読

む

も

の
が

な

い
か
ら

無
駄

だ

と

い

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

実
際

、

テ

ク

ス

ト
を

介

し

た

地
域

間

の
交

流

は

ク

オ

ッ
ク
グ

ー

で
行

わ

れ

て

い
て
、

地

域

ご

と

に

タ

ー
イ
文

字

の
字

体

が

異

な

っ
て

い

た
と

し

て
も

不
便

を

感

じ

る

こ

と

は
な

い
。

さ

ら

に
、
当

の
就

学
生

た
ち

は

と

い
う

と

、

タ
ー

イ
文

字

学
習

に
そ

れ

ほ
ど

関

心
が

な

い

の
が
実

情

で
あ

る
。

今

や
、

こ

と

に

四
〇

歳

ま

で

の
人

た

ち

の
あ

い
だ

で
は
、

ベ

ト

ナ

ム
語

と

タ

ー
イ

語

の
バ

イ

リ

ン
ガ

ル
が

ほ
ぼ

完

全

に
実
現

し

て

い

る
。

そ

こ

で
日
常

生

活

で
何

か
書

き

記

す

必
要

が

あ

る
場

合

、

た

と
え

そ

の
場

の
会

話

が

タ

ー
イ
語

で
あ

っ
た

と

し

て
も

、

ベ

ト

ナ

ム
語

に
訳

し
な

が

ら

ク
オ

ッ
ク
グ

ー
で
書

く

の
が

ふ

つ
う

で
あ

る
。

さ

ら

に

タ

ー
イ

の
歌

詞

な

ど

を
覚

え

る

た

め
な

ど
、

タ

ー

イ
語

で
綴

る
必

要

が

あ

る
場
合

で
も

、

ふ

つ
う

は

ロ
ー

マ
字

表

記

さ

れ

る
。

タ
ー

イ
文

字

は

、
知

っ
て

い
た

と
し

て
も

め

っ
た

に
用

い
ら

れ

な

い
。
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二
〇

〇

七
年

に

カ

ム

・
チ

ョ
ン
か

ら
聞

い
た

と

こ
ろ

に
よ

る

と
、

地

方

ご

と

の

タ
ー

イ
文
字

教

育

者

の
あ

い
だ

で

は
、
改

訂

タ

ー

イ
文

字

が
書

体

の

一
つ
と

し

て
存

在

す

る

こ

と
は
教

え

る
が
、

教

育

現

場

で
こ

の
書

体

を
優

先

的

に
用

い
な

く

て
も

よ

い
と

い
う

こ

と

で
合

意



表
１

タ
ー
イ
語
表
記
を

め
ぐ

る
年
表

(樫
永

二
〇
〇
七

H
二
〇
よ
り
、

一
部
修
正
)

年

歴
史事

項

タ
ー
イ

文字

改
訂

ロ

ー
マ

字表

記

一

八

九
五

デ
ィ

ゲ
が

黒
タ
イ

文字

を紹

介
し
、

ロ
ー
マ

字
表

記
化
し
た
最初

の
出版

物
を
刊
行

一

九
一

七

西
北
地
方
に

仏
が

学
校
設
立
(
仏

語、

ク
オ
ッ

ク

カ
ム
・

オ
ア
イ
に

よ
る
タ
ー

イ
文

字字

体

改訂

グ
ー

教育

)

一

九
一

八

シ
ル
ヴ
ェ

ス
ト
ル

が
北
部
白
タ

イ

文字

に
つ
い
て

報告

一

九一

=

ド
ゥ

ジ
ョ
ル

ジ
ェ

に
よ
る

南
部白

タ
イ

語
ク

オ
ッ

ク
グ
i

表
記

一

九
四
〇

仏
が
ソ
ソ

ラ
ー
に

小
学
六

年
ま
で
の

学
校
設
立

ミ
ノ
が

北
部
白
タ

イ
文
字
に
つ

い
て

報告

、

北
部

白
タ
イ

語
を
ク
オ
ッ

ク
グ
i

表記

}

九
四
一

仏
が
ト
ゥ
ア
ン

チ
ャ

ウ
に

小
学
六

年
ま
で
の

学
校

ロ
ベ

ー
ル
に
よ
る

南
部
白
タ
イ

語
ク
オ
ッ

ク
グ
ー

設
立

表
記

一

九
四
五

八

月
革
命
に
よ
り、

ベ

ト
ナ
ム

民
主
共
和
国
成
立

一

九
四
八

仏
が
西
北
地
方
を
再
占
領

仏
に
よ

る
ク
オ
ッ

ク
グ
i

表
記
タ

!
イ

語
(北

蔀

白
タ

イ
語)

教
育
開
始

一

九
五
二

ベ

ト、ミ
ソ

指導

下
で
タ
ー
イ

文
字
の

改
訂
と
書
体

一

九
五
四

デ
ィ
エ

ン
ビ
エ

ン

解
放、

西
北
地
方
の
仏
領
期
終

の
統
一

が

行
わ
れ、

「
統
一

タ
ー
イ

文字

」

誕
生

了

一

九
五
五

西
北
地
方
に
民
族
自
治
区
設
置

タ
ー
イ
文字

教育

と
教
科
書
編
纂
開
始

一

九
六
一

「
改
訂
タ
ー
イ

文字

」

が

教
育
省
で
承
認

一

九
六
九

自
治
区
内
で
の
タ
ー
イ

文
字
教
育
延
期

一

九
七
五

南北

ベ

ト
ナ
ム

統
一

を
機
に
自
治
区

廃止

一

九
七
六

ベ
ト
ナ
ム

社会

主
義
共
和
国
成
立

一

九
八
〇

言

語学

院
に
よ
る

「統

一

ロ

ー
マ

字表

記」

完醇

一

九
八
一

西
北
地

方
三
省
が

「統

一

ロ

ー
マ

字表

記」

受翻

一

九
八
六

ド
イ
モ
イ

採
択

一

九
九
二

タ
ー
イ

文
字
教
育、

一

部
で
試

験的

再
開

一

九
九九

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

用

タ

ー

イ

文字

フ
ォ

ソ

ト

開

発

ベ トナ ムにお けるターイ語表記

241



さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
表
記
と
発
音
の

一
対

一
対
応
が
可
能
な
こ
の
合
理
的
書
体

の
普
及
に
失
敗
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

い

っ
た
い
、
な
ぜ
改
訂
タ
ー
イ
文
字
は
普
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

植
民
地
期
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
考
え
る
と
、
タ
ー
イ
文
字
を
読
み
書
き
で
き
た
人
は

一
部
の
行
政
役
職
者
と
宗
教
的
職
能
者
に
ほ
ぼ
限
ら

れ
て
い
た
。
読
み
書
き
の
目
的
も
、
儀
礼
の
執
行
、
法
的
規
範
の
確
認
、
歌
謡
の
暗
記
な
ど
に
特
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
時
代
、
タ
ー
イ

文
字
は
新
し
い
内
容

の
文
書
を
生
産
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
既
存
の
文
書
を
再
生
産
す
る
た
め
、
せ
い
ぜ
い
口
頭
で
人
々
の
あ
い
だ
に

広
く
記
憶
さ
れ
て
い
る
歌
や
語
り
を
備
忘
の
た
め
に
書
き

つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
き
記
さ
れ
て
き
た
。
植
民
地
期
ま
で
は
タ
ー
イ

文
字
に
よ
る
読
み
書
き
は
、
特
定
の
職
能
者
に
よ
る
特
定
の
専
門
活
動
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
自
治
区
時
代
に
な
る
と
、
タ
ー
イ

文
字
は
、
地
方
ご
と
の
異
体
が
統

一
さ
れ
、
音
声
と
表
記
の
一
対

一
対
応
と
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
も
実
現
さ
れ
た
。
こ
の
改
変
は
、

タ
ー
イ
文
字
を
特
定
の
職
能
者
か
ら
も
特
定
の
専
門
活
動
か
ら
も
引
き
離
し
、
人
々
が
タ
ー
イ
文
字
を
広
く
日
常
の
用
件
の
た
め
に
用
い

は
じ
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
当
時
の
就
学
率
の
低
さ
、
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
の
普
及
、
教
育
期
間
の
短
さ
、
印
刷
技
術
の
遅

れ
と
い
っ
た
要
因
を
背
景
に
、
タ
ー
イ
語
文
書
量
の
増
大
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
タ
ー
イ
文
字
の
日
常
的
使
用
は
普
及
し
な
か
っ
た
。
こ
れ

を
覚
え
て
使
用
で
き
て
も
、
就
学
、
就
職
、
娯
楽
な
ど
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
わ
け
で
は
な
く
、
読
み
書
き
に
熟
達
す
る
た
め
の
労
働
投

下
に
見
合
う
だ
け
の
見
返
り
を
、
個
人
が
期
待
で
き
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
タ
ー
イ
文
字
は
、
創
作
し
た
り
、
日
常

の
用
件
を
自
分
や

他
人
の
た
め
に
書
き
記
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
文
字
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
は
、
タ
ー
イ
の
人
々
の
読
み
書
き
は
、
ま
す
ま
す
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
に

一
元
化
さ
れ
、
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
が
日
常

の
用

件

の
た
め
の
文
字
と
し
て
受
容
さ
れ
定
着
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
事
実
を
背
景
に
、
タ
ー
イ
語
を
記
す
場
合
で
さ
え
、
タ
ー
イ
文
字
よ
り

ロ
ー
マ
字
表
記
が
む
し
ろ

一
般
化
し
た
。
現
在
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ー
マ
字
表
記
の
あ
り
方
が
併
存
し
て
い
る
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

裏
を
返
せ
ば
、

ロ
ー
マ
字
だ
ろ
う
と
タ
ー
イ
文
字
だ
ろ
う
と
、
社
会
生
活
で
タ
ー
イ
語
を
表
記
す
る
必
要
性
が
低
い
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
の
現
状
か
ら
タ
ー
イ
文
字
の
将
来
に
つ
い
て
述
べ
れ
ぽ
、
日
常
生
活
に
お
け
る
実
用
的
な
文
字
と
し
て
普
及
す
る
の
で
は
な
く
、

文
化
伝
統

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
細

々
と
継
承
さ
れ
て
い
く
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
予
測
で
あ
る
。
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